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トヨタオートマチックトランスミッション
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トヨタ主力砂ランスミッγ ョン工場 衣満エ喝

はじめに

広報資料「世界をリードするトヨタ オート7 チ γクトランス

ミ"/:/ョン」をお届けLます.

昭相56年llTl、初版r世界をリードするトヨタ オートマチ

y タ'Ii: J!-克行いたLまLたが、 トヨタはその後 7機械の明E

F制御式4述オートマチシクトランスミ yンヨンを開尭するな

ど般斬校術を結盟L.意欲的に世界最新鋭町オートマチγ7ト

ラノス::"/:/ョン町閲覧を進めてまいりまLた.

オートマチyク内向ざまLい技術進歩とオートマチyク率的

ノリy トに対する釘寄憾の男解の摂透、イージードライブ;t.向

円高ま'Jなどにより、オート?チyク車はめざまLい勢いで市

場に 普及Lており、園内最用車内オートマチy ク車販売比率は.

10年前(8.9%)と比べ、現在5倍 強(47.3%) となっていま

す.

特にトヨタ車については現在販売比率は53%(昭相60年 IR
-9月)に遣しており、本年は他社に先がけわが国で初めてオ

ートマチy1車が50%を超えることは確実となっております.

本資料は.オートマチγ クのメカニズムと、世界をリードす

るトヨタのオートマチッ7トランスミyンョン技術について解

説するとともに、トヨタオ ト7チ y ク1ft的歴史、販売状況な

どを最新町データに基づいて紹介したLのです.

トヨタのオートマチック技術をご理解いただく一助になれば

幸甚です.

衣浦工渇アルミダイカストエ但

〆
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市オ1オートマチックトランスミッシヨンとは

ロヲタアγプ
ピ;l~:'

ヲロー"
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タービン，、プ

図4 ロックアγプクラッテの断面

ラン十 円問を循置するうず巻き流を生じ、そのJJに

よりポンプインベラーの回転がタービンランナーに伝

わることになる.

エ〆ジンがアイドル回転向時1;1流れの力が蝿〈 タ

ピンランナ を駆動する)Jが車を動かすのに十分で

はない.アクセルを附み込んで、エンジン回転、即ち

ポンプインベラーのM転を上昇させると ターピ〆ラ

ンナー町駆動1Jが刷L.ilt両を尭進させるニとができ

る.これが流体クラッチ町1"-壊である.

発進時的様にタ ピンランナ とポンプインベラー

の回転監円比(速度比e=奈長主主長引が小さ

い時{率、ステーターの羽田{率、ターピJ ラJ ナ か句

流れ出るフルードがポンプインペラ 円回転を助ける

方向に流れる様流れを変換する.こ町ためステーター

がフルードのrAEれから畳ける匠力分だけトルクコンパ

ータ一円出力であるタービンラノナーのトルクが増加

図3 トルクコンパタ 特性
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オートマチy クトランスミッンヨノは そ円闘能か

句①トルクコンハ 夕 、②蛮連機情、③制御系丹3つ

に分けることができる. (図1)

トルクコン"ーター

トルクコンパーターは エンジ〆の出tJ紬に結合さ

れたポ〆プイyペラ 、変速機惜の入JJ柚に結合され

たタ ピ/ラ〆ナ 、必よu'ケースに固定されたステ

ーターの3値期的羽般車によって情成され、内部には

オイルがi筒たされている. (図2)

このオイルを介してエンジンか句の動力を有効にト

ルク変換Lて変速機摘に伝達するのがトルクコンパー

タ 円機能であるが、これらは口動的かつ無段階に作

用する.ポンプインベラーが回転すると 内部内フル

ード(オイル)は 軸町田りに回転する流れを生じる.

そ町結果、迫心力によりポンプインベラーとタービン

捌 旬岨

速

3堅

制御兼

変

楓

国 l オ トマチックトランスミツンヨ/の基本備造 国 2 トルクコンパタ の備造と作動

-オートマチックトランスミッγ ョy とは

自動車に用い勺れているエ〆ンン町出力は回転速度

に比例して鳩加するのに対L、自動車内走行低抗は

僧々に変化する.例えIt.発進時や登板時には 低回

舷で大差な駆動JJを必要とするが、高速走行時にはそ

れはど大きな駆動力を必要としない.このためエ/;..-

ン町出JJ特性を極々町走行条件で最高に尭障させるた

めには、エンジンからタイヤまで円減速比が変更でき

る変通機ートランスミツンヨンーと、尭i盤町ためのク

ラッチが必要となる.マニュアルトラム〆ス~.'/ンヨ〆

では 華連操作とクラッチ操作をドライパが運転条

件を判断して行なヲのに対し、オートマチックトラン

スミγ ンヨンではそれ句向機能をすべてn動的に行な

フ機にLたも町である.
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する.

速度比eがゼロ夜、すなわらポンプインペラーが回

転Lているがタービンランナーは静止している状曹

{ストール状盟)に必けるトルク比(ストールトルク

比といりは、トルクコJハ タ 町トルク変換性能

を車わす盟聾なIIIで2.0前後である. (図3)

タービンランナー何回転適度があがり、ポンプイン

ベラー町回転速度に近づ〈と(連度比がlに近づきス

リγプ円少ない状態)、タ ピンラyナ か ら ステ タ

ーへ流入するフルード町万向が逆になり ステ タ

がトルクコンパーター内町フルードの淀れを著L(妨

げる機になる.これを防止L.フルード同流れをスム

ーズにするため、ステ ターは一方向にのみ自由に回

転できるワンウェイクラッチを介Lてケ スに固定L.

巡度比が高〈なるとステーターが空事まする槍遣にLて

ロックアップクラッチ

トルクコンパタ はフル ドによって動力伝遣を

行なうため、スIJ""プによる若干町動力慣失が生じる.

この鍋失を防(.ため. トルクコンパーターの入出力舗

を織悼的に結合させる直結タラyチ(ロックアップク

ラッチ)を内蔵LたトルクコJパタ が間尭されて

いる. (図4)

ロックアップクラッチはタービンランナーと一体に

栂成さ仇て釘り、ロyクアyプクラッチ作用時には

ロ yクアyプピストンtフロントカパー聞の油圧が緋

IIIされピストンがトルクコンハ タ 内向油圧により

フロントtl~，ーに得Liナけられる.二れによりフロン

トカパーから円動力はピストン、ダンパーを介してタ

ービンハプへと直按伝達される.ロγ クアップクラッ

チ解肱町時はトルクコンパタ 油圧は フロy トヵ

パーとピストン町問へ供給されるため ロッタアyプ

ピストンはフロントカハ から屋久、通常町コJ パ

タ-II!鋤となる.

ロ y タアップクラッチにはエンジン町ねじηl!l勘を

様変するダンパが内蔵されて必勺 ロγ クアップタ

ラ yチ作動時円車両侮動ー.背町発生を防止Lている.

トヨタは1980年 8fl.ロックアップクラッチ付トルク

コンパーターを新聞艶L、世界初の2ウェイオーバー

ドライブイサ4連オートマチックトランスミッンヨンと

してセリカxx，こ量産婚した.これによt)，60岡山定地走

行燃費が的10%改善された上、脅争粛位向向上にも大き

な効果をもたらした.

変遷後綱

トルクコンパーターによる匪動力円増加分だけでは

聖連慣とLて町険能が不十分で、車両に必要な駆動力

が与えられないL.また後温もできない.そのため才

ートマチックではトルクコンパーター町出力紬簡に蜜いる.

国 5 A340E型プラネタりーギヤユニγ ト画面
図6 遊星歯車問{シンプルプ

ラネタリーギヤセット) 図7 ワrウzイクラyテ 国8 クラッチ断面図
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i重機栂を政けている.

変速機憎はプラネタリーキヤ列(遊星歯車列)と油

圧式内タラyチ、プレ キおよびワンウェイタラyチ

から構成される. 図 5 プラネタリーギヤl手、サン

ギヤ、サノギヤとかみあヲピニオンギヤ‘ピニオン￥

ヤとかみあヲリノグ虫干ヤか句情成される.ピナニ現t/ギ

ヤはキャ'Iアにより自伝必よV公伝が可能なように支

f号されている. ，問6)

オー'マチックトラJ スミァンヨンにプラネタリー

ギヤ.'多用される理由は 各ぞヤが常時かみあいをL

て釘'I.動力中聞のない自動蛮速が寄易であることや.

ピニ..ンギヤを四世値使うことがで忌小型で効率円良

い動力伝遣が可能なことによる.

ワンウェイクラyチは-Ji向に円みトルクを伝達L、

他万向は宣伝する機械式クラγチである.ニれは 愛

連時、エンジノ回笹監と同期して自動的にタラγ チを

作曲させ.萱速をスムーズに行なうも円である.(図7)

タラyチ‘プレーキにはコンパクトで伝達トルク能

力町大~い多仮式が悶い句iii血圧ピストンにより作動

する.図8) これ句を岨次作動させることにより、

変連が行われる. ，図9)

l制 調 系

伽l醐1{，は草紙条件に応じてクラッチ、プレーキを作

鋤させ者rd!を行なわせるとともに トルクコンハー

タ へ町通油、トランスミ "1';/ョJ 各部町潤滑などを

行なっている.図101孟制御系的情成である.オイルポ

ンプからの吐出Lた油圧は油圧調蜜パルプでトルクコ

ンパーターの作曲や タラyチ‘プレーキ的作曲に遺

Lた油圧に調箆きれる.マニュアルパルプはy フトレ

パと進動L‘前進後迅ニュ トラルパキン

グ同位軍全選択する.前進レノジでは自動費連制御系

が作動し、 1連. 2必など前進ギヤ円切り換えを行う.

油圧制岬式内オートマチγクにおいては、事速とエノ

ジンスロ トルハルプ開度同変速信号を軍事E条件とL

て 検 出L.両信号をy フトハルプ(変速弁 に入力L
て、萱速させる条件{萱趨t引を演算L、前進時的ク

ラvチ、プレーキへ向油圧を切9換えて変速を行なう.

閉12'ま3迎オートマチ ク丹萱速線図である.油圧iIll

園式内オ トマチァタではこれ句をすべて油圧てe行う

が、電子制調式4必オ トマチyクトランスミ r ョ

ン ECT に必いては.遺伝状曹のf:l号拠出、空速

占的繍lJ..コンビューターで行ない そ円桔来をソレ

ノイドハルプ(電信切換弁}に出力Lてクラッチ.プ

レ キへの油圧を切。換える. I図III

ECTでは、運伝状聾町検出信号ーを多(Lて、き肉

細か〈 情1賀町よい変迎賓やロ7クアァプ作曲市町演

算金可能とL、犠賛同低揖や費途フィ リング町向上

告図っている.

図9 シフトポジション ギヤ位置とクラッチ、
プレーキの作動

図叩 自動変遷機の制醐系偶成図
(i自圧式)

図11 自動変速機田制聞系織成図
(ECT) 図12 宜逮線図(3亜オートマチyク)
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Iij寺1トヨタとオートマチックトランスミッション

オートマチックトランスミyション緩衝の革新

わが国内オートマチγクトラ〆スミッンョンtJ.1桁{志、

1959~ 三トヨタがわが国で初的て「トヨグライド」を開

発L、マスターラインに装着Lて以来、わずか2531f貨
の聞に飛躍的に向上Lた.こ町問、古資源 省エネル

ギ や、快虐性骨f個性あるいは ζこ監年内エンジ

J 町広出力化寺町.多機会時代向型Ill'こ対応Lて、 J
〈町続It衝が珪喝Lた.oj>でも、トヨタはオ ハート

ラ イプfl'>'!!<-ートマチ ク 2ウェイオーバードラ

イブ付"童オートマチy夕、電子制御式4連オートマ

チ.，7. FF事例4連オ トマチγ 夕、電子制御トラ

ンスファー付.;虫オートマチy ク等、いずれL世界に

先駆けて別品化し、オートマチック伎術的車新に大5
〈寄与Lている.

また.トヨタ町国内におけるオートマチック韮着'1
'

は.1985年9月時点で53.3%に遣し 1975年内護，fflf

が8.9%であったことを考えると的ざまLい伸民とな

っている.ζのやI'ぴは、操作=が寄易で安全快適な

運転をという要闘にマヅチLたといヲだけでな〈‘こ

れり多様な時代的要請に応えた祈技術の畳場に負う所

が大差いといえる. (図1)

トヨタ町オートマチッタ技術的先進性と優秀さは内

外で高〈評価され.符に国内でIi1978年5月に自鋤事

伎備会費を. 1981年 4月は日本峨暗乍会賞金受賞Lて

、、る1 。σ1>(>。-E2-b

.....~判•

世
一
色
…
じ
…

問解析技術的開発が必要である.

トヨタではコンピューターを駆使Lてこれらの問先

を進的.理誼的かつ系統的に解析できるい〈っか町ン

ミュレーンヨ〆手法を循立Lた.悶2に給費、動1J性

能、排出ガスなどを速やかに予捌評価できるTEPS
(ToyotaEcOnOffi}'andPerfonnanceSimulator)

を岡とLて示す.

たとえば.エ〆ジン 変速機的諸持性とタイヤ "

S冬越途比などの車両側諸元を入力すると.加速性能、

走行性能などが求められる.また走行モ ドをうえる

とエンジン的使用織や燃費、排出ガスカ噌められ、置

逮陸敬、ギヤ比 ロックアγプ特性変速.#.などが噂

両聞のd保持何:に与える'"撃を求的ることができる.

また、変迎過渡時向車両鍛動特性向ンミュレーンヨ

ン予法やトルクコンパーター内部流れの解析や可椛化

予法なども問先した. (図3)

この池にι辻計か句生産まで町一貫lt，CADC
A:¥1~ステム町開発と利聞を愉極的に実施 l. 情皮肉

高い開発を効率よ〈行なっている.

~-J当、TEP5111978年'"17圃FISITA、車両極動特

性向y ミュレーンヨJ 手 法 は 1979年米国SAEコ ン

グレス トルクコJ バ ター円可視f~手法は 19831芋求

固SAEコノグレスに発III、それぞれ好評合樽した.

図3 トルクコノハ ター羽根面上のフルードの流れ
{可後化手法}

~":.o 、74v<Jl1o.(>Y "i:.，....，!

闘志働線学会賞 自動車筏術会賞

解析・迎合後術の確立

締役術的問尭に際Lては、車両的措特性とオートマ

チ y クトランスミッンヨンとの迎合後衛.変速各機柵

図 1 技術革新とA.T鎗震比率(園内乗用車) 図 2 TEP5システム図
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円盲1世界置新鋭のトヨタオートマチックトランスミッシヨン

回A140E型(FF乗用車世界初:電子制御式4i1オートマチックトランスミッション(ECT≫
市販闇姑年月 1982年8月

初 姿着 率ピスタカムリ

FF車専用オートマチックトランスミッγ ョンの開尭

1982年 7Jjカムリービスタに装着され畳場LたA140

L型は、エンジン備軍きFFJIOflとしては世界初町4

1I!オートマチックであり、また、8月に製品化LたAl40

E型は.エレクトロユクス技術を駆使LたECT(Ele

clronicContml1edTranS!町田。nJを採用L.FFl駆的

大幅な儀費低揖と走行性能的向上を図った. (図1J
FR車において.1977年にトヨタがオーバードライ

プ付4遮才一トマチァクを世界に先駆けて製品化Lて

以来.その車両性能に与える箸Lい抽梁から4逮オー

トマチックがオートマチy タトランスミyンヨンの主

流となってきていた.一方FF単に釘いては、技術的

劇的、特に構成上町制約から依然とLて3連オートマ

チ y タ内放聾であったが、 トヨタ町級新町技術力を結

集l-FF専用オートマチヅタに要求される喧々円特性

を理由命的措合的に解析Lて ギヤ則、電子制御系を

舎内て革新的な機得制調を開畳L高性能な2つの4

i盛オートマチックを製品化Lた.

1つはA140型であり、トレッド町大きな車両、nム

リやセリカなどに繕飽きれる高トルク容量型であり、

他町一つは、A240型企呼ばれトレy ドの小さい車両

カローラなど町小排気量車にL1箸鍛可能なように全長

が大幅に恒輔されている4逮オートマチy クである.

図 2，率、カムlJrnA140型的主要必元である.

術造と特徴

ロ γクアップクラッチ付属平トルタコンパータ一、

才イルポンプ. 3連萱連機帽.カウンター紬をE勘 す

るドライプギヤ、 4逮復措.nウンタ 紬.ディファ

レンシャル袈遭から構成さ札ている.その内. トルク

コ ン バ ターから4i重機構までは、変速機町主舗に配

軍されている.また、伽l田芳、は 華速機情的下部に配

置され、 A140L型の油圧制師式、 A140E型同電子制

御式の2櫨がある.

トルクコンパーターは、 1980年8月セリカxxに 箔

餓された2ウェイオ バードライプ付4迎才ートマチ

ンク A43DL型)町ロy タアγプクラyチ付高性能

a平トルクコンバーターと基本構成は閉じだが これ

を更に小型化している.

図 1 A140E裂断面図 図 2 主要賭元(カムリ周A.T) 図3 オイルポンプギヤ

，、ィボマイクロィ"ャ ィνポ'1::1.-~..ャ

副 ¥き中ぢ/ 雇通

.‘ '~.J

-~

型 式 A140E A140l

制 調 方 式 電子制聞弐 油圧制調式

連 2.810
変

2 速 1.549 」

連 3 連 1.0田 ー

4 連 (0.0J 0.7師 ←
比

後 温 2.296 -ー

量 .冬 減 連 比 3.214 3.533
トラy スミyンョy 6.0 」

51il 畳(£)
ディファレノシャル 1.95
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また、ロックアァプクラッチはフルードによるトル

ク町信連特性とロy クアップ機情的ダンバ特性を改

良Lて 4気筒エンジンと最遁合Lている.

オイルポンプ円ギヤ'"、従来のインポリュート幽線

に対し、ハイポサイクロイド曲線をベースに制成され

た向性能なも何で、ギヤ淘先町ン ル幅が大きく特に

低回転での容積効率が優れている.また、ー繍当り町

川出量が大きいため、インポリュートギヤポンプより

も、コンパクトな設計が可能である. (図3)

3l1!;宜i車機悔は、クラッチやプレ S号、およびワノ

ウェイクラyチ町小型化、コンパクトなバンドプレ

寺町深川、 2組のプラネタリーギヤを結合したンンプ

ソンギヤの採階、これら町スペ ス効率向良い結合と

配置などにより、大幅な小型化を図っている.

4述懐怖は4速ギヤを設定するため 組問プラネ

タリーギヤとそれに合理的に結合するクラγ チ プレ

キをifしており 3i主変速憐構内出力[瑚に配置Lた

後i世式としている.ニの構成によって4速機怖を取り

はずすことにより 寄易に3l1!オートマチy クを情成

できる.また前述内y ンプソンギヤと一組問プラネタ

リ ギヤタlはありゆる運転条件でむスム ズな変速が

得られるよフ全て町変速にワy ウェイクラyチを探問

Lている.これ句内ワノウェイクラyチ円働さにより

蛮連クラッチ円切り換えタイミノグを特別な油圧制御

することなく機械的にエンジン回転と同期させて制御

でき、高連 高崎力的yイ〆カムエンジン、特異なill

Jlトルク特性を持つデイ ゼルエンジンやターポチャ

ージャー付エンジンなど全て内エンジンに寄易に通合

できるよヲにLている.

カウンタ一軸を駆動するドライブギヤIn連変速機

婦の出力紬上にベアリングを介Lて支持されており、

4連機構内出力軸と連桔Lている.

この構成によっ ベアリングは，i童(オーバードラ

イブ)以外向ギヤ位置では回転Lない内でドライブギ

ヤ町小型化と信連効率の向上が図均れている.

A140E型町伽00系は運転条件の検出から査速、ロッ

クアップ条件的演算 クラyチ プレーキへ町油圧切

り換えなど聖i室町すべてを電子制御で行なって、車両

向性能を最高に発揮させている.

II

図 4 Eelの制 御γ ス テム 国 5 スC'jトルポゾションセンサ 図 6 ，雇通センサー
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.ECTの制調システム

図4はECT町制御yステムである. ECTで は 車

両町運転状態は8つ町センサーによ勺て倹幽される.

ニれらのセンサーか句町f:t号はすべてデジタル惜号に

よりECU{ElectronicControlUnit に入力さ札

機算の結果1;13つのソレノイドパルプに出力される.

ゾレノイドパルプは油圧を切り換えることにより、 l

つはロックアップタラッチを、他的2つは壷連楠町ク

ラγチープレーキ金制醐する.

スロットルポジy ョンセンサーはエンジン町スロ

トルパルプ向聞置を直後検出~.全問問号と3 ピ y ト

惜号による8段階的開度信号を発生する. (図5)

車速センサーはアウトプットンャフトとー体回転す

るマグネットによゆリ ドスイyチを作動させる柵遣

で 出力紬回転に対応Lたパルスを発生する.図6)

車速センサ lまえピ ド〆ーター内にも註け句れて

必η片万円センサーが依隊Lた場合はECUが自動的

に他の棋連センサーか句町13号によって減算を続ける

とともに.ダイアグノ y ス(自己診断}機能により

Ib.嫁を表示する.

ECUのマイタロコンピューターは4ビ y トで R
OM容量は，，，ロパイトである.

ECUによって壷連夜。ロックアvプタラyチ作曲

占的演算 変速過積時的ロックアyプクラッチ作動制

御などを行なう.また、入1!:1JJ信号をモニタ するこ

とにより、ソレノイド故障時的フェイルセ フや、セ

ンサ一、ソレノイド町ダイアグノーンス的機能を宿し

ている.

またニ町油圧制御回路は、電子制御芳、が歓隊しても

マニュアルン7 トによる走行を可能とLている.

.γフトパターン

燃費を最良とするにi率、走行条件にかかわらずエン

ジ μ内総焼効率的良い運舷減を使う変速~円誼定ゃー

トルタコJ パ タ の領夫を最小とするため低車速か

らのロγタアァプクラyチ町作動が必要である.また

最良町動力性能を得るためには、常に鰻大町駆動力が

持句れるようなyフトパタ ン円設定が必聾である.

LかLながら それぞれ円ンフトパターンには相当の

蓋があり、両者を同時に侵食とする駐定は因縁である.

ECTでは.走行条件やドライバー町野みに応じて3
つのンフト，マターン ・ ECO~OMY'" ・NOR九IA
Lへ'POWER"を設定L、それぞれ最良町総資性

能 般良町運転世能、最大町動力性能が1~られるよう

にLている. (図7) これらのパターン{止運転席に

註けられたスイッチで容易に畳択できる.

スムーズシフト制御

ロ yタアップタラyチ作動中町変速l;t.jj庄体樫勘に

よるトルク変動向岨収がないため スム ズな聖連を

著しく阻害する.

ECTでは、スム ズな壷逮特性を得るため壷速時

ロ yクアyプクラyチを一時的に解位する続しい制御

方法を開発Lた.

図 7 ECT(A140E型)ソフトパタ ン

この制闘でI;.聖連指令円開始から予定時間躍らせ

てロックアップクラyチを解肱し、査速終了時にそれ

を再係合する.これにより トルタ変動を桂擁すると

ともに、エンジy 固伝合滑らかに変化きせ.スムーズ

な費途特伎を健保Lている.これらのタイミングl志、

コンビュ ターシミュレ-/3ンにより解析L、 あ ら

ゆる走行条件に必いて 適切なタイ三ノグとなるよう

制醐されている. (閉8)

図8 変亜過遭特性
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圃A240E型{大衆乗用車世界初:電子制御式4逮オートマチックトランスミッシヨン(ECT-S))

g

市販開始年月 1983年5月

初 装 着 車 カローラスプリ〆ター

A240E型は、「大衆車クラス世界初のFF単聞とL

てl摘発されたJ世子制御式，;車オートマチックで.1983

年 5月カロ ラスプリンターに相装治された.(凶1)

コンパクトなエンジJ ル ムに収納するため、 トル

クコンパーターと3連変速機構を主舶に 4連機構を

カウンタ一軸に配置する2結権成とLて、金授を3;皇

オートマチック並に短縮Lている.

j権成部品は トルクコンバ ター 3適宜速機構な

どA140型企極力、部品を共通化Lて、生産性とサ ピ

ス性向向上をはかっている.

A240E型 (ECT-S)円制御系は、トヨタ町誇る

ツインカムエンンンにジャストフィyトさせ、より，マ

ワフルかつスポ ティな宜速特性とするため、新たな

概念で設計されている。

図2はカローラ周A240E型的主要路元である.

ECT-Sのγ フトパターン

A240E型的ンフト，マターンは ‘ECONOMYへ
~POWE R" ‘MANUAL"の 3つ円パターノを

f予っている. (図3)

~POWER仰は、 Y インカムエンジン円性能をフ

ルに畳揮させるため、俊敏な変速応答性と、エンジン

伺般商問転置まで加速できる自動査速点を有Lている.

4A-GELU型エンジンとの車且み合せではフルスロ

yトル時町自動変速夜は、エンジン回転監700Qrpm以

上で設定されておη、他円オートマチyクでは例を見

ない商回転型である.

‘MANUAL・，マターンは、 Lレンジにてl連ホ

ルド 2レンジにて2速ホールにまたDレンジで

は0.0スイッチOFF時に3連(低速織と全開時を除

()、 ON時に4速(低速娘と金問時を除()に設定さ

れており 道路条件に応じた適切なギヤ比をマニュア

ルセレクトLて運転できるよヲにLている。

有効な使い方とLて、山岡地内ドライプでIi:. 2レ

ンジとDレンジをマニュアル操作で切り換えることに

より機敏なスポ-''/走行が、また雷i芭などの滑っやす

い路而では、 2レンジの2速ギヤでスムーズな尭進が

可能である.

図 1 断面図 図2 主奏曲元(カローラ周A.T)

型 式 A240E

制q 御 フヲ 式 電子制御式

l 速 3.643

2 速 2.008

変 逮 比 3 逮 1.29&

4 速 0.892

後退 2.977

費量 It 減 選 比 2.821

JEll 量(') 7.2

図3 ECT-S(A2'OE型)シフトパタ ン

ECONOMV MANUAL
』関 J関 一三」ス ニミ
a ロ
ヲ ••• ，

E "〆。ヲ"ヲプ
aw捌-ι‘r

、 ロヲタアップ 〆 タラッ，作句橿
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圃A340E型{ハイパワーエンジン用:電子制御式4逮オートマチックトランスミッション(EDT≫

tl

.市販開始年月 1984年 8月

・初袈渚車クラウン

A340E型は最近円エンジン町高性能化に対応して

新段計した.電子制御式4連オートマチy クて¥ トル

クコンパーターから蛮迷路備 制御系に至るまで最新

町技術を結集Lて閲覧されたものである. I図 1)

1984Sf-8丹、クラウン 6M-GEU型エノジン傍

載車に初袋務Lた. I図2)

.備遣と機橿

トルクコンパーターは新開発的ロy クアップクラッ

チ付高性能綱平トルクコJ ハーターを探用Lている.

トルクコム〆パ タ 町内部流れの可視化手法や、コ

〆ピュ タ による3汰元流れ円解続手法を新開発L、

これらの乎法を駆使することにより、トルクコンパー

タ一円トルタ比 帥率等の基本性能を物段に向上させ

ている.

オイルポンプには、 FF車問で実績のあるコンパタ

トで鍋失円少ない特殊筒形のギヤポンプを保周Lてい

る.

蛮連開情的基本情成は、ギヤ比町選択と強度上有利

なンンプルプラネタリーギヤとνンプソン式プラネタ

リーギヤ円組合せである.そLて両プラネタリーギヤ

聞の結合輸のセ〆タ サポ トによる支持や、ン〆プ

ソン式ギヤの2つのギヤの聞に2ndのプレーキを配

置したこと、 2ndプレーキyリングーによるワンウェ

イクラッチ町支持など、クラyチ、プレーキ ギヤの

合理的な結合により、小型軽量で高容量な4述オ

トマチックを実現Lている.

トランスミッンヨンケースは輩速機備をすべて内蔵

する一体式的ケ スを保剤、軽量化と静粛性向向上を

図っている.

制御系は特に高出力、高回転エンジンに対してもス

ムースな変速特性が持句れるよヲ、クラyチ、プレー

キの聖迷過波時円係合特性を エ〆ジンか竹町入力に

対応Lて最遁に制御Lている.開ぇ1£、前進時円入力

クラyチは、大小2つの油圧室を右するピストンを採

用Lており 変速時には両室に時閣韮をラえて油圧を

供給することにより スムーズで応害性内良い壷注を

1'iなっている。(図3)

図 l 断面図

トルクコンパータ

センターサポート 聖速被構

図2 主要詰元(クラウJ 鋼 A.T)

型 式 A340E A43DE

叡リ 嗣 方 式 電子制調式 ←

連 2.804 2.452

2 連 1.531 1.452

変 連 比 3 速 1.000 ←

4連(0.0) 0.705 0.688

後 週 2.393 2.212

量 総 減 連 比 3.909 4.100

油 量 It) 6.9 6.5
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-電子制間システム

A340E型的ECTンステムi立、高性能車によりマy

チしたものにするため、瞳々の改良と俊能的充主が図

られている.

スロットルセンサーは一段とキ〆細かい置述、ロy

クアップ作動在的適合を実現するため より捕直町良

いリニアセンサーに世直Lている. (図4)

蛮連時のロックアyプクラッチ制嗣l彦、一時解肱す

る時!聞の制御を蛮速粂件に最適合させて、置速をスム

ーズにLている.

また N.....D~フト時にはー担高速ギヤ段を桂由

Lて l速にンフトすることにより、ンフト時的出力軸

トルクの也変をなくL、車両町尻下がりを防止するア

ンチスク埼ート制御を係周するなど、コンビュ タ

制御を11抽に利用Lた蛮連特性的向上を行な勺ている.

また、 ECTはエンy ン、サスペンンヨンなど他町

制御ンステムと連得Lた睦合制御も行なっている.

ECT町N→ Dンフト惜号をTEMS(ToyotaEle

ctronicModulatedSuspension)町コンビュ タに

入力Lてンヨックアプソ パ的措衰カを高目に変更

し、変速をスムーズにする制御や唱エンンンコンビュ

ーターの水温情号をECTに入力Lて 低温時に、変

i車市を宮直してドライハピリティを向上させる制御や、

オ トドライブ町制同信号をECTに入カLて、記憶

車速か句のずれが生じた犠合、 ECTを変速させて速

やかに準法を修正する制御などである.

ECT円様に エレクトロニクス技術を多用Lた機

械製品では依陣肱国内調査が遜確に行なえる様 ダイ

アグノーシス機能を充実させる必要がある。 ECTの

ダイアグノーンス項目は3組円ソレノイ... 2lR町 車

速センサーの故障表示と ス ロy トルポジンヨンセン

サ開度 ギヤ位置の表示であり オートマチyタ町

作動状況が、目処で確立できる.ソレノイド 車連セ

ンサー内政陣は図5町機にオーバードライプインジケ

ーターラyプが特定周期で点滅Lて表示する.センサ

開度、ギヤ位置表示はダイアグノーンス端子町電圧

を自制定することにより走行中でも、容易に判読可能で

あり、故障の部位を判断することができる.

これらの制御機能町充実により、マイクロコンビユ

タ は8ピ y ト4キロバイト同容量に鉱大されてい

る.

図3 入力クラッチ断面図 図4 スロy トルポνγョyセンサ 断面 国 5 トラブルコード表示例
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圃A440L型(トラック日本初:2ウェイオーバードライブ付4逮オートマチックトランスミッシヨン}
市販開始年月 1984年 9月

初裟格 率 ダ イ ナ

圃トラック専用オ トマチックトランスミッショyの開尭

A440L型..届内初的トラγ タ周2ウェイオーバード

ライブ付4連オ トマチy タトラμ スミッンョンで‘

トラγ タ周才一トマチyタとして十分な強度.耐久性

とマエュアルトランスミッション草草町燈費、動力性

能 乗用車並的変速特性町実現のため.すべての部品

をトラy タ専用置計とLて続開発さ札た. (図1)

1984年 9丹、ダイナ2トン機事に初裳諸島された.(図

2)

図 1 断面図

-構造と特徴

トルクコンパータ←はロyタアップクラッチ内局長で

基本的な情遣は乗用車用と同じであるが、ロyタ アy

プピストン、ト ショナルダンパ一等をトラyク専問

に強化.世計Lた. (図3)ギヤ比はマニュアルトラ

ンスミ :1:/ョン車並内燃費と動力性能が得られる線、

各種コンピユーターンミュレーンヨンを駆使Lて ト

ラγクに這合Lたギヤ比と萱連段監を検討L.象周事

よ9一段とワイドなギヤ比企低いl速ギヤ比を持つオ

ーパードライプ付4謹変速機織を遭定Lた.

変連機構は‘オーバードライプ機情を3通費連機権

問前に配置し、強度‘スペース上有利な配刊とした.

図 2 主要路元{ダイナ周A.T)

通常走行械で使mされるオーバードライブプラネタ

リーギヤはノイズ円低蝿を図るため かみ合い率的高

いへリカルギヤを保周L、また高負荷で使用される3

迎賓連機構町プラネタリーギヤには高強度 高寿命を

信保するためストレートスパーギヤを探用Lている.

各ギヤ比を設定するタラγチ プレーキには、1<容量

町多筏式全躍周L.十分な耐久住金確惇Lた.

ま た 多目的に使用さ札るトラyタ閉トランスミy

~.ンでは、 iii圧;f.;..-プや冷凍機全霊動するため町 P

TO章受置{パワ テイタオフ裳置ー動力取出装置}円

誼定が必要である. (図4)

PTO駆動ギヤは、常にエンジンによ勺て値動され

型 まミ A‘"L

銅 • 方 式 油 E 嗣・2ミ

1 逮 3.075

2 建 1.561

変 速比 3 温 l以調。

4連(ゑ0) 0.717

後 退 2.655

• 終 減 通車 比 5.571(BU62-PDD)

治 星(') 13
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ている前進クラyチドラムの外国ι設けられ.A440L

型専用に聞尭されたPTO袋置の人!Jギヤとかみ合っ

ている. PTO畳置の作ギヤベアリングは 商負荷

連続使用的条件に耐え勺れるよう すートマチックト

ランスミツンヲンフル ドによリ強制潤滑されている.

また、駐'II性能l'Ill]Lさせるため、イ何百的トラック

刑オートマチ μ クトランスミ~ :/ヨノとLては制的て

冊冊式パーキy グ肉情ふ内厳している.

制Ii却系{率、特にデイ ゼルエ〆ジノと町組合せにお

いても唖れた聖連特性が件られる捕に. トラック特引

の制醐ンステムを新開発した.

トラック周ディ ゼルエJ ジノ町トルク特性はがソ

リンエ/;//と異なり スロy トルパルプ聞j主に対L

て盟維な蛮fじを示すため、独特なエンンントルク信号

檎圧量生バルプを新開発して、クラッチ プレーキ油

圧を最遭に制調L、乗用車桂内快適性とスムーズな聖

迎特性を持ている.

また、 y フトレノ、 は 7;1<ジンヨンとL.前進レン

ジを‘0"恥 3・.2"・L"レンジで栂成し、 トラyク

倒とLての駆動力的向上と、エンジン プレーキ性能

町向上を図った. (図6)

図 5I立、ダイナ的変速線図である.

なおA440L型ンリ ズは本格的4WO車であるラン

ドクル ザ や小型パスコースターにも揖周されている.

ダイナ栂箪キャプフルジャストローロングデッキ2トン繍

ディ ゼル車

図3 ドルクコンパーター断面 図4 PTOf安置断面図

"。
主主主

図5 宜連線図
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固A340H型(t世界初:電子制御4WDトランスファー付4速オートマチックトランスミッション}
eJ行阪開蛤年月 19田年1月

.初装着車米国向ハイラックス

A340H型は才フロード4WD車町イーンードライ

ブを姐いとLて続開発された、世界初の電子制御'W
Dトランスヲァー付4雄介 トマチyクトランスミy

y ヨンで、米国問ハイラヅクスに1985.1'手1月、初聾加

された. (図1)

従来町4、NOトランスファー聾置は、 Low-High町

変途切り換えが機械式円ドグクラγチによって行なわ

れていたため.トランスファーへ円動力を中断した後、

切り換えを行なヲ必要がゐった.変速l立、まず車両を

停止させてトランスミ~;/ョンをニュートラJレに yフ

トLた後、トランス77 金切リ換えるというわず句

わLぃ操作であった.

A340H型では.トランスファー裳置にプラネタリー

ギヤと油圧式クラγ チ、プレーキで構成される副変通

機暢を掠周L 副聖連機をマイクロコンピューターで

電子制加することにより、走行中町スム ズなトラノ

スファーの変速を呼能とLた、画期的な4W0'lOll才

一トマチックトランスミツンヨンである. (悶2)

構造と特徴

A340H型はロックアップクラッチ付トルタコンパ

タ と主変述懐(オ ハ ドライブ付4述オートマ

チ y ク).主変造機後郵に一体に結合された4WDトラ

ンス77一機柵及びその制御系から柵Ii!:される.

主変速機は高出IJエンジンiliA担OE型を基本に、ト

ランスミッy ヨンケーえ町強化大幅な置坂性能向上

をねらいとLた油圧制嗣系的改良などの変置を行ない‘

過西宮な使用的4WD取に適合させている.

トランス77一隅悔はプラネタリーギヤとロープレ

ーキ、ハイタラァチ、 4、vOクラγ チ、サイレJ トチ

ェーン及びそれらの制御系から梅成される. <IWOタ

ラッチを作曲させると、サイレントチェーンを介して

前給が駆動され 'WO走行となる.ロープレーキ、

ハイクラッチ町切り換え作動により、Low.I-ligh円 壷

速が行なわれる.トランスファ 機構内Lowギヤ比

は‘特に4WDオートマチy ク車に必ける悪路走破性.

畳坂性能的向上を姐い、2.659とローギヤ ドに設定L
fょ.

前鎗Ii!動mチェーン1<2つの異なった幽形を、ラン

図 l 断面図 国 2 主要路元{米国向ハイラyクスiliA.T)

主変速後 ‘WOトラノスファー俊樹.

L一一一一一、

型 まミ A'‘oH
倒 • ヨ町 三宅 電子"・式

1 逮 2鈎4

2 逮 1.531

主変遺E・愛蓋比 3 建 1.000

4 遮 0.705

後 温 2.393

L 。w 2.659
制度逮織変速比

H G H 1ωo

畳 (li
A 7 10.3

治
トランスファ 1.6
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ダムに配置してチL - /ノイズ的眠同とit;，量制'I・内向

上全国った.オ トマチ クトランスー J ヨン町，マ

ーキノグ機構はトランス77 の;'7ト位置によ均ず

錨克に監事で与る陣、ト7....，.ソr -IIIJ)軸..ロvク

Fる惜怖とLている.

トラー，ス ~17 肉 J ノトレパ Ii、 1・1"7チy タ

トランえ 〆 2 η JIレハ に愉縛して説けら

れ.ポ〆〆 r lJIIIII‘I.山3lrvvEンである.112

iよ治 倫野動 II.LJ.lI4W郎崎小、、III"刷全地闘はIII

制されて J; リ、 L.ll 鍋IJ'lb 中州が叫に J(1~~ て同愉剛 4耐と

なる. .[43
トランスフT-:/フトレハ Ii制御来的F動切リ検ぇ

存と連機Lて油圧タラ チ.プレーキ町II働 H11・H る.

J フトレハには位置法の慢憎によ て.節度患があ

。、7< リングの良い‘適切な桁J(特性をうえている.

トランス77ー制御耳、は‘ 4WD車内運伝状態を検

出するセンサーと セyサーから内入力但号によりト

ランスファ一線鳩町変通条件の演算と指令を行なヲE

CU、Hよ(fECU町出!Jによりタラyチ.プレーキ

への油圧を切り換えるソレノイドハルプなどか句偶成

される。

セY サ一円多くは五聖迎機IIIと共同Lているが、特

にトランスファ 作動状態の検出川センサーとして

トランスファ-~フトポジションセンサーが設けられ

ている. (図4)

また、 トランスファー機栂と主変途機構は1つのE

CUにより睡合Z岡田される.

トランスフ 7一機構内変途はトランスファ-~フト

レパ的手動操作によ勺て行なわ札るが.変途によ')

エンジノがオ パーランLたリ、~.[iJ陵会トルタ愛化を

する走行領蛾では.'"途を防止するため ECU町 制

師によりHighか句Lowへ町切')換え円可能な領峨金

主変速織的各ギヤ也;置で~~Lている. (悶5) ま た

ECUはトラ〆スファー町'£:;虫時.あらかじめ主変連

機的ギヤ位置を変化させてカらトランス77一的変速

を行なわせて、 IIIJJ納町トルクをゆるやかに変{じさせ

ることによリ、スム ズな変速特性会持ている.

こ町他にもトランスファーのギヤ位置がLow町時

には‘駆動hが最大となるよヲに主変速機円自動変i盆

占を変化させるなど‘コンピA ーターを駆使Lた傾々

的制御によ勺て<tWD~医師慣能を般大胆に発得させて、

よリ一層使いやすい<tWD嚇用ォ トマチγ タとLた.

図 3 4逮A.T&トランスファーシフトレパ 図4 嗣圃ソステム図
図5 トランスファ 圃変遷.
High→Low変速領1Il

米国向ハイラ7クス
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ドァ，I、 ドトr';Iプ
ルサルン

企'63. 9 クラウy

.'81. 8

+ーL

、

C:J

企'回 3 マスターライン

2事 月 主 な聞尭内容

1951年 5月 東大生研、日産、いすずともに.オートマチγクトランスミッγ ョン(AT)の

研究に着手

19541手 7月 トルクコンパーターno型の民作完成

1955年 7月 プラネタリ ギヤ トランスミッションの民作完成

1959.i手 3月 わが国初の国産AT'トヨグライド，(2逮半自動)を商用車マスターラインに

義講し、市販聞鎗

l償却年 10月 rトヨグライド」を乗用車tLて初めてクラウンに釜諸

19621手 10月 rトヨグライド，，，パプリカに義漕

1蝿3年 8月 rトヨグライドJをコロナに革委筆

9月 わが園初の2連全自動AT"クラウンに相援活

1蝿7年 5月 続 2逮全自動A.T(A20型)をカローラに冊講義・

9月 3 連全自動A.T~クラウン (A30型)~よぴセンチュリー(A31型) ，ニ桐a棄却

19702手 2月 日本初の電子制問式3亜A.T(A32型rEATJ)舎コロナに初義諸

19721手 8月 新 3逮全自動(A4lI型}を聞聖、コロナに初造産省

19771手 6月 世界初のオ パ ドライブ付4連A.T(A400型)をクラウンに朝S定着

1978.f:手 9月 世界初のディ ゼルヱノジン周オーハードライブ付4逮A了(A420型)をク

ラウン ディーゼルに初装着

1979盗事 6月 FF.陶の小型3;!lA.T(A55型}をタ セル・コルザに初装緒

8月 l.5~車用 3 亜A.T(A41型)をカローラ/スプリンターに初益活

9月 2.8'.2'(タ ポ)車周オハ ドライブ付4連A.T(A43D型).クラウンに初装着

1980年 5月 e3.4.e!I医用3連A.T(AGO型)をセンチュリーに初装着'

8月 世界初の2ウェイオ パ ドライブ付4連A.T(A'3DL型)をセリカxxに初装着

1981年 2月 2，車朗2ウェイオーバードヲイプイサ4連A.T(A420L型)をソアラに靭接種

8月 世界初の電子制御式4連A.T(A430E型rECTJ)をクラウyに相装着

回トヨタのオートマチックトランスミッション開発史

12軍lトヨタオートマチックのあゆみ

ググ
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ピスタ5ドア2000VX

L_ ..~. 6

TT

島幸F六F

一千
年 月 主 な 開尭内容

1982年 7月 oFF車世界初の2ウェイオ バードライブ付4連A.T(A140L型)をビスタ/カム

'Jに初義着

8月 oFF車世界初の電子制御式4直A.T(A140E型)をビスタ/:カムりに初装着

1983年 2月 22車問電子制調式4直A.T(A42DE型)をマークII系に初裟着

5月 大衆車世界初、1.6£]算用電子制柵式4直A.T(A240E型rECT-S，)をカロ

ラ/スプリJ タ に初装鷲

8月 2，ターボ車用電子制御式4連A.T(A44DE型)をクラウンに初装着

10月 4WD周 3連A.T(A55F型)舎スプリンターカりプに初装着.

FFl.a£車用2ウェイオパ ドライブ付4連A.T(A241L型)をコロナに相装着

1984~手 2月 FF1.S£.用2ウェイオ "ードライブイ寸4連A.T(A240L型)をカローラ/ス

プリJ ターに初装滞

6月 ミッドγγプ車世界初電子制調式4適A.T(A141E型)をMR2に初韮着、同時

に2ウェイオーバードライブ付4遮A.T(A141L型)も装漕

8月 3'車用電子制御式4連A.T(A340E型)をクラウンに初裟渚

9月 日本初のトラック専用2ウェイオーバードライブ付4連A.T(A440l型)をダ

イナに制装着

10月 FFl.3£車問新3速 A.T(A132型)をスターレットに初装着

11月 e4WD専用としては日本朝、 2ウェイオーパードライブ付4連A.T(A判OF型)

をランドクルザに相裳漕

1985~芋 1月 世界初の電子制調4WDトランスファ 付 4連A.T(A340H型)を米国向ハイ

ラックスに初装着

FR周オートマチックトランスミッγ ョン主力エ喝
ーアイシン・ワーナ一社本社工場金畳

3sgte
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園主なトヨタオートマチックトランスミッションのあゆみ09凶 年II月現在)

種類・型式 初装着車 U0lli[))昭35 lli~ 昭40 ~[))昭 45 ~~昭 50 [j)[))昭55 自由昭B日

ト E連半自動 マスヲフイン
59/3 69/日

担金動自ヨ A2日 クフウン
63/日 日I/B

タ
3

，7/日 76/11
A30 クラウン

フ 連

全 A31 センチュリー
67/日 日日/5

イ
自 7日/2 7日/9

ド 動 A(ELA3TEヲ コロナ

A4日 コロナ
72/自

A55 ターレセル 79/6
コ J サ

A6日 センチュリ
日日/5

3

A41 カブロリ フ
79/日

ス ンヲ
逮

A131 力スプ口リンヲフー
83/5

Al32 スヲーレット 84/10

A55F カスブソリンヲブー
日3/10
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種類・型式 初装着車 i7~昭50 moo昭55 自由昭日日

A4日ロ クラウン
7716

A42D クラウン
789

ト 守

A43D クラウン
799

コロプー 日31日
A44D 力リーナ

セ υ 力 • '
A43DLセ リカ

日日'8

2ウ A42DLソ アラ
日112

z

A140L ピスヲリ 8217
カム

A24日L カブロリーラ
日4/2

ス ンヲー

A241L コロナ
83/1日

A141L M R 2
84/6

A44日L ダイナ
84/9

A44日F ランドヲjレーザー
84/11

種類・型式 初装着車 moo昭55 自由昭日日

A43DEクラウン
日11日

A34日E クラウン
841日

竃
ビムス タ

821日
A14日E

子
カリ

静j A141E M R ε 84/6

御

式 A420Eマーク日系
日3/2

4
カスプロリンヲフーA24日E

83/5

逮

A44DEクラウン
831日

A340H米ハイラ国ッヲ向ス 日5/1-

災タ
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13軍lトヨタオートマチックトランスミッションのプロフィーIII(鹿代トヨタオートマチ・3ク>I

回トヨタライド{2速単自動}

〈断面図〉

1959年 3丹、商用車マスタ ライ〆円フルモデルチ

ェンジにともない、国語E制的オートマチックトラ/ス

ミッy ョン「トヨグライド」がオプンヨンとして発売

き11た。

翌年内1960年10月には、トヨタ集用車内オートマチ

装着車

市販開始年月 19巧9年3月

初裳荷車 マスタ ライy

歴代装着車 マスタ ライーヘクラウンパプリカコロナ

ック車第l号とLてクラウンが発売され、 1962年10月、

パブリカ 1963年8月、コロナと次々にトヨグライド

が華婚され、当時、 トヨタが尭尭Lていた乗用車すべ

てにオ トマチy ク率が周意された.

その販売台数は、初年度(1960/10-12)、わずか27

台にすぎなかったものの、 3車績そろった3年後円

1963年には約l万 2千台とl万台を突暗するに至って

いる.眠亮比率も、タラウ〆は5有目に約四%に達す

るなど現在のオートマチγク車内高い普及率を予想さ

せるものがあった。

特世

間期トョグライドは そ向後次々に開発されたオ

トマチyクトラ〆スミyンヨンと基本的な構成は変わ

らず、トルクコンパータ一 変速機情、im圧制御系な

主要路元(パブリカ)

-トルクコ:ni・ タ の型式 3要.n段 2禍式

-ストールトルク比 2.3

1 逮 2.048

-変遺比 2 現 1.125

後 退 2.048

-油 量 ， 3.8

どから梅成される.

初制トヨグライドが ニれ以降円オートマチッタト

ランスミンンヨ〆と大きく異なる町は、全自動ではな

〈半自動といヲ点である.すなわち、全自動向湯合、

DレY ジ円みで尭進、加速、停止が行えるのに対L

半自動内場合、平坦路ではともかく 多少町畳り坂に

おいてはDレンジで発進ができず、 Lレンジでスタ

トした後DレンジにンフトLなければならなかった.

また、走行中でも畳'J坂や走行低抗が婚す場合には、

やはりDレンジではトルク不足でLレY ンにンフトL

なければならないのである.

このよヲに、初期トヨグライドは、 Dレンジの守備

範闘が不十分なため、必要に応じLレンジを使用Lな

ければならなかった.

1960年10月、トヨタ乗悶車オ トマチック車
第 1号クラウン
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園トヨタライド{2逮全自勘、新2逮全自由ーA20型、3i1全自動ーA30型・A31型・A32型}

2〆

"・}扇面図〉

2逮全自動.鱗2速全自動(A20型)

・わが国で.スタ トから DJレ:/;，'向みを使用t

る完全自動化された凶厳オ トマチvタトラJ スミ

'1:-'ヨンIi. 1963'f-9月内タラウJ に甚積されたト

ヨグライド(2迎全自動)からである.これは 次

義諸 車

いでコロナに袋着され.さらに 1967年にはカロー

ラ聞に斬2i童全自動A20型が開畳された.

A3ll盟

°A3ll型オートマチγ クトランスミyンヨンは A20

型 (2逮)をベースに術開発された3速で、 1967年

9月にクラウンに焚着され続畳幼Lた.

国産相の電子制御式3逮EAT-A32M '

_A32型電子制園式3連..ートマチックトランスミγ

ション トヨタEAT・・・Electronically controlled

AutomaticTr即刻叩盟問n)lj.国産飽メ カ に先

駆け. 1970年 2月‘コロナに佃裳着された.

EATI!.抽圧制御量生軍司変速機能力e電子化された

ものであ1 トルタコyパータ一、変速機梅U世 来

の油圧式と同じである.変速制調は 革連センサ

，主要脂元

によって車速に応答Lた電気信号をつ〈札スロγ

トルポジ ~3 ンスイ γチにより.アタセル開度を電

気的に検出l.コy ピュ タ に悟号を送る.ニ伺

信号にもとづ~.コンピユタ は、変速比を決定

L、ソレノイドによηシフトパルプを作曲すること

によ勺て 自動置進を行なうンステムとなっている.

EATは費途がすべて電

宜的に行なわれるため、セ

レクトスイ チ全切り換え

ることによηスポーティ走

行などい〈っか的変速バタ

ーン的設定が容易である.

C，"一一-"
O-S<I句・，.巴，一，
aニムヰムーと

ε"γフ争ポジンヨJ

¥ ¥
2 車会自動 3 漉 金 自 動

A20型 A30型 AJIAl A321ll

市販開始写月 I'崎"字9舟 1967年5月 1967.1f.9月 ゆ67"9月 1970"2月

初援..匡 クラウ〆 カローラ クラウ〆 センチ~IJ- コ ロ ナ

A20型 A30型 A31型 A32塑

-トルクコyパーターの型式 3要案1段 2繍式

-スト ルトルク比 2.48 2.20 1.98 2.20

-ストール居眠数r.p.m 19却-21叩 IKE系) 1950-2150(M~) 1850-2050(411系) l'羽 -11切(t8R系)

l 速 1.820 2.400

2 辺監 l∞。 1.479
-変速比

3 逮 1.000

後 退 1.820 1.920

-油 • ， 4.7 ，，4 ，.， '.4
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園3逮オートマチックトランスミッション(A40翠・A41型・ABO型・A55型・A55F型}

"・0盟断面図》

.A40型

• A40型オートマチvクトランスミッンヨンは従来町

3連トヨグライド (A30型)に代わるも町として、

1972年 8丹、コロナに装着され相萱場Lた.

A40型Ii従来的トヨグライドに比べ、号変速時内ン

ョ タ町低語、各ギヤ比内守備範囲拡大.高適時的

静粛性向上‘小型 経量化など向性能が大幅に向上

Lた.

-義着ヨ駆

A41型

• A41型オートマチックトラノスミツンヨンは、 1979

年 8月 A40型をベースとLて1.5t<i<m(3A-U

型エンジン搭載車) 3速オートマチックとLて!期尭

され、カロ ラ/スプリンタ に初袈着された.

A60型

oA60型オートマチックトランスミッションは、 1980

.If.5JLA40型をへ スとLてセンチュリ一周に開

発された続3迎オ トマチy クで‘世米町A31型に

代わるものである.

.A55型

・A55型オ トマチックトラy スミ 'I'/ョ〆は トョ

タ初町FF車タ セル，コルサ専問3連オ トマチ

γ タとLて開発され1979年 6月に柑畳渇Lた.

FF車専用のため、従来町FR車用オートマチγ

タt嶋遣が異なる.トルクコンパーターはエンジン

町クランク舗に直結、変速焚置(プラネタリ ギヤ

師、油圧制御郁) Ii 、クランク柚と，~行に配置され、

-主要踏元

トルタコノ，、ーターの出iJ軸と壷d!聾置の入JJ・-は

チェーンで駆動される.

• A55F型

・A55F型は、A55型オ トマチγクトラム〆スミシr

ヨンに油圧作動によるFWD(前鎗駆動)←-4WO

回鎗駆動)肉明。}換え憾傭を内蔵Lた自動変連機で.

1983'1'10阿スプリンターカリプに同装着さ札た.

・その特徴としては

1 前総駆動←→回総駆動的切q換え機構をコンパタ

トに蛮連機後部に内蔵Lた 小 型 軽量で由頼性円

高いオートマチy クトランス三ッンョン

2. I述、後;nおよび般終棋連比に大会なギヤ比を探

用L. 4WDとLて町動力性能金確惇

3 腕鎗駆動←→四鎗駆動向切り換えスイyチをふ〆フ

トレハーノプに内蔵Lて操作性的向上をはかると

ともに. 4WOインジケ タ ランプをコンビネ

ーションノータ一向に組み込み彼担性を向上

などカ'j，る.

『 A40製 A41型 A同盟 A55型 A話'" A40霊 A41M Aω璽 A55盤 ASSF

-市睡舗.".1972!事8月 1979!手.~ I'曲年 5~ 1979'"6II 19834-10月 -トルクコンパーターの型弐 3要.1段 2相式

.初通産着車 ナ
カロ ラ センテュリー コ ルサ以I，カプリyター -スト ルトルク比 2.20 2.10 I." 2.10コ ロ スプI);，ター タ セル 'J プ

-ストール回転数r.p.rn 1750-2150(4M系) 20回-2350(3A系) 1850-2由O(4V系) 2050-23切，
『、

l 連 2.4切 2.666 2.452 2.773 2.991

2 逮 l‘珂 1.452 1.451 1.565
-変速比

0.962 1.03・3 逮 1.00ll 1.00ll

yぷ 告量 退 2.222 2.703 2.212 2ω3 2.807

-油 量 ， 6.3 5.3 7.4 '.5 6.5，
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圃オーバードライブ付4逮オートマチックトランスミッション{A40D型・A42D型・A43D型}

2.f

(A400霊園阪高図》

A4QD型

・A40D引は、 IIIW.M町や ハ ドフイプH4i車オ

トマチックトラ〆ス、 :.--'J ."的情IS駆とLて

1977年 6丹、クラウンの53frJ且j)11IIがえ地制遁合幌町

発売にi半、¥2000スーパーサルー;...C'判決精された.

• A40D型は、 1978$ドに自動車後術会賞を、 1981年 5

月には2ウェイオーパードライブ付4速オートマチ

ックトランスミ;;;..'ヲンとともに日本機械学会賞を

畳世するなど、そ向技術的先進性独創性を高〈評

価された.

・オ バ ドライブ織憾とはエンジンに余力がある中

高速連続走行時的よ?に トルクをさほど必要とL

ない時に変速ギヤ比をトyプ町[.0より低〈誼定す

ることにより、同じスピ ドでもエンジン回転を低

〈抑える機構である.エンジン回転監を低〈抑える

ことは、消費燃料を少<L、エンジン騒音も低くす

ることが可能なうえ、エy ジン町負荷も経世できる

長見祈かずある.

A420型

• A42D型は世界で初めてディーゼルエンジ"Illに聞

尭されたオハ ドライブ付4i車オ トマチyクト

ラ〆スミγ ンヨンで1978年 9月内クラウンディーゼ

ルに書受精され登場Lた.

・オーバードライブ付4迷オ トマチγ クトランスミ

ツY ョンとディ ゼルエンンンと町組み合せはディ

ーゼルエノジノのもつ餓賀桂済性を一段と高的、回

転使用滅的狭いディーゼルエンジンを有効に利用で

きることから、大きな意義をもっ.

A43D型

・A43D型オパ ドライブ付4連オートマチyクトラン

スミツンヨン{志、A42D型をへースにハイパワーな2.St

準 用(5M-EU型エンジン得級車)に開尭された.

-裳着車 自主要酷元 -オパ ドライブ楓備作動条件

A40D型 IA42D型 IA4JD慰

市販開始年月|四7年間11刑判月11抑制R

義 着 削クラウン|fL7JZ4;|クラウン

A40D型 A42D型 A430型

〉で-トIeクコ"'''(.タ の盤式3要案1段2相式
{ISAU量4D玄D〆る型;:.-) (iAaa4z2ンDジ製ン} "眺GAE4U3星Dエ型ンyシ}

-スト ルトルク比 2.20 2.20 1.92 セ 'I カ クラウy ソ ア ラ

-ストール困転雲監r.p.mi醐司副酬E森)1850-21羽1M系)l咽~四回国}
y フトボγγョン ，OJレy ジ

連 2.450 2.452 冷却水温度 "・C以上 70・C以 上

2 選 1.450 1.452 アクセルペダル嶋.全随時の83%以下金側時の86%以下

-変逮比 3 連 l.000 1.000 車 逮 約3凶""/h以上 約40km!h以上 約3蜘 /h以上

オ パ ドライブ 。飽9 。曲8

後 退 2.220 2.212

.;$ 量 r 6.3 6.5 6.5

山
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国2ウェイオ -/~ードライブ付 4速オートマチックトランスミッション {A43DL 型・A42DL 型}

"'U3DL~ 回笥薗図

ヨ

A43Dl型

・A'3DL型オートマチyクトランスミ，....ヨノは、

A.3D盟をベ えとL トルクコンパーターにロγ

クアyプ(直結)クラyチを内厳することによリ、

マニュアルトラノスミ"/;...-ヲン車同鎌 機時的直結

E鋤を可能にLたも町である.

ニれは 1980'1'8月. 5~1-EU 型エンジ /1菩範

的セリカXX28舶に笈着され.相畳湯Lた.才一バ

ードライブ付4i童才一トマチョタトラノスミ r ヨ

ンに直結タラッチ付トルクコンパーターを組み合わ

せ 2ウェイとLた的は. トヨタが世界で初拘てで

あη、今後町オ トマチγ タトランスミ "1/ョン町

続たな}j向をボすL町とLて内外町並目を集舟た.

1981年に l~. EI本機健学会官舎畳世Lている.

A42Dl型

• A42DL型オートマチyクトランスミyンヨンはA

430L型を〈レ-..y-1G>エンジμ(211周にマ

チ J グL.198P'手2月町ソアラ2曲Ofこ初笈着され

I.:.•

看護滑車

A4JDL製 A42Dl聾

-司有飯陶鎗年月 '980年8R 1981"2月

.'"..・車セリカxx ~ ア ラ

主要輯元

A43DL型 A42Dl型

{園3E要鎗案クラ1段ッチ2梱肉式蔵}-トJレクコ:.-'" ターの型支え

-ス トルト ルク比 1.75 1.92

-スト ル図録敏r.p.m {I955M0~~2G2漏50} m{ooI~G系23}0附

l 連 2.452 2.450

2 遮 1.452 1.450

-変 逮 比 3 週 LOOO 1.000

オーバードライプ 0.688 。ω8

後 退 2.212 2.222

-油 • r 6.5 6.5

作動条件

とくて
lSMAG4E3u0aEエLJ塑ジノ} HGAE4U2盤DZLJ型ジー.)

セリカxx セ 'j カ

シフトポジション ，0，レンジ

冷 却 ホ 温 度 70'C以上

アクセルペダル開a全開度の約86%以下

•戸ごパ ドライブ 約35km/h以上 約J5km/h以上

遮 ロックアップクラヲチ 約57km/h以上 約52l1m/h以上
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同軍Tドヨヲオートマチック車の販売状況咽肉}

N

-オートマチック車の匝売台量、匝亮比率の推移(除軽)

.'，，
ヨ"‘

可欠..受注車

晶
'M‘

必一一一
.11，s.a

/:•••，M•
晴・

官

「 •• " " 裕 n ，，・・・，.回“・6
(I-，j

1 オートマチック車の急速な普及

わが国町乗用車オ トマチγ ク車販先比率l立、47.3

%('85/1-9トヨタ自動車簡べ)とほぼ2台に1台町

削合となっている. 19841ドのオートマチック車年間版

先台散は 122万8千台に及び198511:'には130万台を突

晒する見込みである.10年酬の1975年には 匝発比率

8.9%、版発古教も22万4千台にすき'ず.そ円急速な普

及状況には目を見張るむ町がある.

メーカーj]lJオートマチック薫匝亮古量およびシェア層調査)

~ 1976 四割 '85(1-9) シェア

省

634，89省3 520.84台250%9トヨタ 93.000

自 産 89.00日 339，852 279.27日 27.3

2転 回 29，000 106.055 98，963 9.7

マツダ 18.00日 61.353 51.170i 5.0

葺 12.000 50.122 35.931 3.5

いすず 3.000 16.306 16.819 1.6

富士重工 2，000 10，693 12.742 1.2

ダイハツ 1.000 6.196 4，714 0.5

蹄 木 2.518 3，045 0.3

合 計 247.0001.227.9881.023.496100.0

2 オートマチック車販亮台数でトヨタのシzア

50.9%

1985年 1-911町才一トマチック車販売台置をメー

カー別にンエアでみると. トヨタ50.9%、日産27.3%

となっており、 トヨタは実に才一トマチy ク車販売市

場で5割を超える:I!弊トyプ向ンェアを詩っている.

メ カ 別オートマチック車販亮比率(障軽)

¥¥ 1976 19制 1985(1-9)

'‘ト ヨ タ 10.3 49.8 53.3

、、 す " 10.1 39.5 51.5

本 回 17.5 43.1 46.7

日 産 12.0 42.2 45.9

葺 7.9 35.2 39.3

可F 'Y ダ 11.4 28.5 36.8

富士重工 4.3 19.4 31.3

齢 木 17.4 21.7

ダイハツ 2.8 9.4 9.7

全 体 11.1 42.9 47.3

3 トヨタのオートマテyク車販売比率53.3%

1985年 1-9月内メ カ 別 オ トマチy ク車販売

比率をみると. トヨタは、53.3克とわが国で初めて.

1985年度は5酬を越す見込みである.
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市場別オートマチyク車睡売古監ベスト5(85/1-9) トヨタオ トマチyク車向車名別販売台数と販売比率 単位台(%)

27

車 名 販売台数 服売比率

1クフウン (トヨタ) 66.210台 82.1%

大 2セドリック・グロ'Jア(日産) 51.681 80.1

中 3プレジデント( " 868 91.5

型 4センチュリー(トヨタ) 742 100.0

5.デポネア 葺} 129 71.7

1.マーク[[ (トヨタ} 91，245 85.2

2ブルーパード(目 直) 54，479 48.7

3コロナ (トヨタ) 49，659 50.3

型 4カリーナ " 47.695 49.3

5クレスタ " 47.493 85.5

lカローラ (トヨタ) 51.571 31.8

大 2.:/ピyク (本 国) 38.891 41.6

3ザーLS (日 産) 34，578 27.0

衆 4ファミリア (マツダ) 29.731 32.3

5スプリンター(トヨタ) 20，808 33.6

1981 1982 1983 1984 1985(1-9)

センチュリ 708(100.0) 648(100，0) 1.415(100.0) 983(100.0) 742(100，0)

ク フ ウ ン 79，046(74，0) 76.055(76，6) 83.530(80.5) 101.993(82.4)②66.21O(82，11
ソ ア フ 21.075(74，2) 18.588(78.71 21.868(77.2) 19，849(77，5) 16.565(82，11
可F ク 11 75，290(64.5) 75，737(71.2) 84.696(76，6) 98.304(82，6)②91.245(85，2)

チヱイサ 13，264(53，9) 15，637(57.7) 18，055(63.4) 22.784(69，9) 25.745(76，3)

ク レ ス タ 29.654(70，8) 40.488(74.3) 49.126(75.9) 55.056(81.6) 47.493(85，5)
カ '" 18，642(32，9) 13.444(33.0) 25，28l(51.8) 33，086(56.8) 27.360(60.71

ピ ス タ 5.16l(35.3) 15，192(58，0) 15，45l(63.4) 14，734(66.6)

コ ロ ナ 32.166(34，3) 53.141(39.0) 60.022(43.4) 76，688(48.5)"'49.659(50.3)
カ I) ナ 31.467(28，9) 43，016(35.3) 45.175(38，8) 53，984(44，6) ⑤ 47.695(49.3)

セ カ 6.593(27.6) 7.866(32.11 4.13l(19，4) 2.690(19，11 1.382(21.0)
カ ロ フ 40，698(16.2) 47.610(20.4) 49.282(23，8) 53.123(27，8)③51.571(31.8)
スプリンタ 16.613(17，2) 21.456(23，6) 31.962(27.6) 29.205(29.9) 20，808(33.6)

コ JO サ 9.534(32，9) 12，798(36，2) 15，196(37.5) 14.486(39.11 12.26l(43.11
カロ フ H 11，693(25.4) 24.294(26.8) 25.910(30.3) 18，809(36.2)

タ セ JO 8.942(29，2) 6.904(31.2) 7.137(36.4) 7.599(38.8) 6.117(44，5)
スタ レッ卜 13.219(14，9) 14.129(15.7) 11.547(15.6) 14，472(20.5) 16.214(21.7)
M R 2 2，707(25，71 1.703(26，11
スプリy タ カリプ 1.340(11.6) 6，523(37.3) 4，529(41.0)

Aロ 計 396，911(36，1) 464ι371(39，6) 549.249(44.0) 634.893(49，8) 520，842(53，3)

4 オートマチック車畳多販売車種はマークH

1985il:'I-9nのdi.l易別オ トマチy ク車段多販売

'II績は、大中型車は クラウ/で6万6[-台(服売比

碍~82.1%) 、小型車ではマーク 11 で 9 万 l 千台(匝先比

if.85.2%) 大衆'Iiて'はカローラで5万 2r台(甑売比

If!31.2%}となっている.

なJ;全市場で町最多販売車徹はマ ク日で以下は

クラウン、ブルーバードとなっている。

5 トヨタのオ トマチyク車販売台数ベスト3
はマク口、クラウン、カロ ラ

f!I.イ'fIii版 Lているトヨタ オートマチソク唯(来問

曜)は、センチュ'Jーか句スプリンターカリブまで凹

車種すべてに及よ.

本 年1-9月町トヨタ町オ トマチγ タ車販売台散

を車悼別にみると マーク11(9万 1r台)、クラウン

(6万6千台) カローラ(5万1[-台)がベスト3で

以下コロナ カリ ナ クレスタ円順とな勺ている.
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u

lt-1tl.(オートマチックトランスミッシヨン別養殖車種一覧[園内} 出出l

ι

FF・
オ トマチックトラyスミッYiII/ 適用エンジン

種 類 型 式 型 式 排気量cc 甚 置 車 種

2S-ELU 1.995 カムリ・ビスタ
AI40E

3S-GELU I.998 カムリ・ピスタ・セリカ・コロナ・カリ ナ

電4子速制A御T式 AI41E 4A-GELU 1.587 MR2

4A-GELU 1.587 セリカカIJーナ・カローフ・コロナ
A240E

4A-ELU 1.587 カローラ・スプリンター

IS-ILU 1，832 カムリ・ビスタ・セリカ・カリ ナ・コロナ

AI40L 2C-TL I.974 カムリ・ビスタ

IS-ELU 1.832 カリ ナ・コロナ

AI41L 3A-LU 1，452 MR2

2ウzイ0.0付 4A-ELU 1.587 カリ ナ

4速A.T A240L
コロナカリーナ・カローラ・スプりンタ3A-LU 1.452

IS-ILU 1.832 コロナ・カリーナ

IS-ELU 1.832 コロナ
A241L

2C-L 1.974 コロナ・カリ ナ

IC-L 1.839 カローラ・スプリンター

AI31 3A-LU 1.452 カローフ スプリンター

AI31L 3A-LU 1.452 コロナ・カリーナ

AI32 2EーLU 1.295 スターレッ卜・カローフ・スプリンタ
3速A.T

3A-U 1.452 ターセル・コルサ・カローフH
A55

2A-U 1，275 ターセルコルサカローフII

AfW5F5何F】 3A-U 1.452 スプリンターカリプ・ターセル・コルサ

F円・

オートマチョクトランスミツンヨン 適用エンジン

種 類 型 式 型 式 排気量出 韮 着 車 種

6M-GEU 2.954 クラウン・ソアラ

A340E IG-GZEU 1.988 クラウン

IG-GTEU 1.988 マークII・クレスタ・チェイサー

電4子速制A御.T式 A43DE 5M-GEU 2.759 セリカxx

M-TEU 1.988 ソアラ
A44DE

4A-GEU 1.587 カローラ スプリンター

A42DE IG-GEU 1.988
クラウン・ソアラ・マークH
クレスタ・チヱイサ

IG-EU 1.988
クフウン・ソアフ・マークH
クレスタ・チェイサー・セI);カxx

A42DL 3Y-EU I.988 タウンヱース・マスタエース

3A-U 1.452 カローフ・スプリンター

3Y-U 1.988 ハイエース

3Y 1.988 ハイヱ ス

2ウェ連イAaa付 A44DL 3Y-J 1.988 ハイエ ス4itA.T

2L-T 2.446 ハイエース

2L 2.446 ，、イエース.，、イエ ストラック

A440F 2H 3，980 ランドクJレーザー

(TfF付) 13日 T 3，431 ランドクJレーザー

A440L l3B 3.431 ダイナ・トヨヱース
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1'JI

F円・ F円・
オ トマチヲクトラyスミヲY主/ 適用エンジン

種 類 1型 式 型 式 排気量出 韮 着 車 種

2Y-PU 1.812 マークII'コロナ

2Y-J 1.812 マー夕日

A41 3A-U 1.452 コロナ・カリ ナ
3速A.T

5K-J 1.486 コロナカリーナライトエースカローラ

5K-U 1，486 ライトヱース

A40 M-PU 1.988 マ 夕日

h-v

。コ

..クラ0'

...
企マーク"

小型車

宅 。

企カロラ

オ トマチyクヨ巨畢多販売車櫨

大中型車

大集車

オ トマチヲタトラ"之ヲソ・J 適用エンジン

種 類 l型 式 型 式 排'"量cc 華 着 車 橿

2ヴzイODT付
A441L 12H-T 3，980 コ スター4速A

2L-THE 2，446 クラウン

A43D M-TEU 1.988 セリカxx

2L-T 2.446 マークII クレスタ テzイサー

A44D 2C-T 1，974 タウンエース マスターエース

M-PU 1.988 クラウン

2L 2.446 クラウン

2Y-U 1.812 タウンヱ スーマスターエース

D.D付一 A42D IY-J 1，626 タウンヱス

4速A，T 2C 1.974 タウノエース・ライトエ ス

2C-T 1.974 ライトエース

IC 1，839 カローフ

IS-U 1，832
てF ク日・クレスタ・チヱイサ
コロナ カリーナ

A40D
2Y-U 1，812 フイトエス

A44DF 3Y-EU 1.998 タウンエースマスタ エス

(T/円す) 2C-T 1.974 タウンエース・マスターエース

AW4F0何D}F 3Y-U 1.998 ライトエース

3速A，T A60 5V-EU 3.994 センチュり
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新技術一時代はTOYOTA

トヨタ'"縦資料

限界をリードずる

トヨタオートマチック
トランスミッション
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